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第 1 ステージ　：　ウィーンのひびき　　　指揮・松田 有子　ピアノ・松田 　怜
　

　　　　　　　 ラデツキー行進曲 ( 太陽のマーチ）
　　　　　　　 ウィーンわが夢の町
　　　　　　　 美しく青きドナウ
　　　

第２ステージ　：　男声合唱組曲『月光とピエロ』　　　指揮・松田 有子

　　　　　　　Ⅰ．月　夜
　　　　　　　Ⅱ．秋のピエロ
　　　　　　　Ⅲ．ピエロ
　　　　　　　Ⅳ．ピエロの嘆き
　　　　　　　Ⅴ．月光とピエロとピエレットの唐草模様　

休　憩　

第３ステージ　：　ふるさとを　　　指揮・松田 有子

　　　　　ふるさと
　　　　　草原の別れ　
　　　　　風
　　　　　遠い母に
　　　　　埴生の宿　

第４ステージ　：　男声合唱のためのカンタータ『土の歌』　　指揮・松田 有子　ピアノ・松田 　怜
　
　

　　　　　　　第一楽章．農夫と土
　　　　　　　第二楽章．祖国の土
　　　　　　　第三楽章．死の灰
　　　　　　　第四楽章．もぐらもち
　　　　　　　第五楽章．天地の怒り
　　　　　　　第六楽章．地上の祈り
　　　　　　   第七楽章．大地讃頌

プログラム
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　観光と文化の国オーストリア共和国の首都ウィーンは、第一次世界大戦（1914 〜 18）までは、
中欧の多くの地域を支配する多民族国家ハプスブルグ帝国の首都だった。ヨーロッパ各地から人が
集まり、仕事も食糧もあり、一般に市民生活は快適だった。このウィーンで、18世紀後半から 19
世紀にかけて、ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェン、シューベルトなどが活躍し、クラシッ
ク音楽の華が開いた。市民は、日常、音楽を愛し、また舞踏会が盛んであった。これら舞踏会の演
奏曲を作曲するようになったのが、居酒屋に生まれ、バイオリンを覚え、楽士から指揮者になった
ヨハン・シュトラウスⅠ世たちだった。

　『ラデツキー行進曲 ( 太陽のマーチ）』　 作詞：阪田寛夫　　作曲：ヨハン・シュトラウス

　『ウｨーンわが夢の町』　日本語詞：あらかわ ひろし　　作曲：ルドルフ・ジーツィンスキー　　編曲：山室 紘一

　『美しく青きドナウ』　 訳詞：堀内敬三　　作曲：ヨハン・シュトラウス

　ヨハン・シュトラウスⅠ世のラデツキー行進曲に、芥川賞作家で詩人の阪田寛夫が詞を付けた。

ラデツキー行進曲は、1848 年に北イタリアの独立運動を鎮圧して凱旋したヨーゼフ・ラデツキー将軍

を称えたものである。ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の「ニューイヤーコンサート」のフィナー

レは、このラデツキー行進曲が観客の手拍子に乗って演奏される。

　1914 年６月 28 日　サライェヴォ事件を契機として、オーストリア政府は７月 23 日にセルビアに宣

戦布告を行い、第１次世界大戦が勃発した。この開戦の頃であるか、ウィーン市の役人であったジーツィ

ンスキーがカーレンベルクの丘から下りてきたとき、夕日に照らされているウィーンの景色を眺めてい

て歌が浮かび作曲したという。愛郷心、愛国心があふれた歌である。

　往年の名ソプラノのエリザベート・シュヴァルツコップのレコード（1957 年）などによって、広く

知られるようになった。

　ウィンナ・ワルツの最高傑作といわれるこの曲は、ヨハン・シュトラウスⅡ世（1825 〜 99）が、当時、

プロシアとの戦争（1866 年）に大敗し、失意にあったウィーンの人々のために 1867 年に、男声合唱

曲として作曲した。評価が高まったのはこの年の第 2 回パリ万博。ウィーン・フィルの「ニューイヤー

コンサート」でアンコール曲に必ず演奏される。わが国では堀内敬三の訳詞で広く歌われてきた。
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